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1 はじめに
大腸腫瘍の良性・悪性は，その大きさや形状によっ 
て識別されている．この判断が切除手術の要否に関わ 
るため，内視鏡画像から絶対的な大きさや形状を推定 
する技術が求められている．先行研究 [1]では，血管 
領域を参照物体としてポリープの大きさと形状を復元 
する手法が提案されている．本研究では，円筒形の内 
視鏡フードを参照物体とすることでポリープの大きさ 
と形状を復元する手法を提案する．
2 提案手法
内視鏡レンズとフードの位置関係は不変であり，内 
視鏡の画角とフードの半径 R 及び突出長によって三 
次元情報を求められる．そこで，点光源・透視投影・ 
反射率一様の条件下で，輝度値の式 (1) に基づいてシ
ミュレーションを作成する．光源方向ベクトルを s， 
法線ベクトルを n，光源から観測点までの距離を rと 
する．
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フードの既知情報を基にシミュレーションを作成し，
内視鏡画像のフード部分と同じ位置に映るように焦
点距離 f を変化させることでフードの三次元情報を
推定する．次に，内視鏡画像を Lambert画像へと変
換し，シミュレーションによって作成したマスク画像
を用いてフード部分の輝度値 E を取得する．シミュ
レーション画像と Lambert画像の各画素における輝
度値の二乗誤差が最小となるような反射係数 C を求
めると反射係数の推定式 (2)が得られる．フード部分
の画素数を n，画素 iにおける奥行をZi，Lambert画
像の輝度値を Ei とする．
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3 実験
シミュレーション画像1aと実画像2aにおいて，提案
手法を用いた反射係数Cの推定およびFast Marching

Method（以下，FMM）[2]に基づく形状復元を行う．
なお，シミュレーション画像はポリープに見立てた半
径 3[mm]の球を反射係数をC=8500で作成している．
提案手法により C を推定したところ C = 8499.84が
得られ，ほとんど誤差がないことから本手法は反射係
数推定の方法として妥当であることが確認できた．
実画像においては，文献 [3]を基に lambert画像化
を行い，FMMに基づいた形状復元を行う．図 2aの
ように血管が映っていない画像においても反射係数を
推定し，図 2dのように形状復元が行うことが可能な
ことを確認した．このことから，本手法は従来手法に

(a)シミュレーション画像 (b)クロップした球の画像

(c) 真値の三次元形状 (d) 復元した三次元形状

図 1: シミュレーション画像における形状復元

(a) 実画像 (b) ランバート画像

(c)クロップしたポリープ
の画像 (d) 復元した三次元形状

図 2: 実画像における形状復元

比べて汎用性の高さという面で優れていることを確認
した．
4 むすび
本研究では，内視鏡フードの情報を用いることで，
形状復元を行う上で画像内に血管が映り込む必要があ
るという制約を緩和した．
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